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※Windows、macOS、およびLinuxの最新のシステム要件はこちらのページをご参照ください。→https://bit.ly/3dpI9wy
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Windows 7、8、8.1、10、11
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macOS X と macOS X（10.10）以降
■Windows、macOS
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エキスパートに聞く！ 知っておくべき
外傷軟部組織再建における“血流マネジメント”とは？

ESTiMa (Educational Lecture for Soft Tissue Management)

昨今学会の一つのテーマにもなっている“アンギオゾーム”
軟部組織にダメージを受けている外傷手術において、虚血を防ぎ、良好な血流を確保することは合併症を最小限に抑えるためにはとて
も重要なことです。
今回のESTiMa外傷編では、この解剖学的なアプローチから考える『アンギオゾーム』の視点や良好な創傷治癒を達成する軟部組織再
建の原理原則を取り上げ、改めて外傷軟部組織再建における“血流マネジメント”ということを考えてみたいと思います。
具体的には、外傷外科医のエキスパートである依光先生より、下肢症例におけるアンギオゾームの考え方やそれを踏まえた具体的な
創閉鎖手技を、形成外科のエキスパートである鳥谷部先生からは外傷領域での創閉鎖において知っておくべき原理原則や血流マネ
ジメントを視野に入れた具体的な縫合手技を解説いただきます。

アンギオソームから考える
下肢のアプローチと閉創

形成外科が勧める外傷領域で
考えておくべき“血流マネジメント”
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＊本E-liveはZOOMウェビナ－で開催いたします。

視聴方法
    下記URLより、お申し込みサイトにアクセスしてください。

https://x.gd/y6hmp 
個人情報のお取扱いについて：https://www.jnj.co.jp/pii_ jjmkk


